
、

号月

7

且
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“社会教育だより"が町広報

の中に組み込まれます

1996c平成8年)

4月号から“社会教育だより"が町広報の中に組み込まれま

す。これは lつの広報誌で情報提供をしようとするものです。

限られた紙而ですが、より縦しめる広報づ 〈りに努めますので

よろし〈ご愛読願います。



かで住み良い町づくり
と活力あるふるさとづくo

へ
の
助
成
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
山
漁
村
ふ
る
さ
と
卒

業
で
後
継
者
対
策
事
業
を
笑
施
し
、

地
域
農
業
肉
眼
興
と
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

野
菜
の
振
興
対
策
と
し
て
、
新

た
に
生
産
制
大
の
た
め
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
野
菜
定
着
化
対
策
事
業
に

よ
る
補
助
及
ぴ
補
て
ん
を
行
い
、

安
心
し
て
生
産
拡
大
に
励
め
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

.;' 

•. 
，，
、

問

畜
産
の
振
興

和
ヰ
育
種
側
肥
育
対
策
と
乳
牛

改
良
等
の
促
進
に
よ
る
成
分
的
乳

質
バ
ラ
ン
ス
の
改
普
が
望
ま
れ
、

海
外
よ
り
受
粕
卯
の
導
入
に
よ
る

平
成
B
年
度
予
算
は
3
月
6
日
か
ら
何
回
(
会
期
を
2
日
残
し
て
閉

会
)ま
で
開
催
さ
れ
た
、
第
1
固
定
例
町
蛾
会
で
慎
重
審
贈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
川
億
7
百
柑
方
1
千

円
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
憾
で
は
、
村
本
町
長
が
町
政
執
行
方
針
を
、
大
塚
教
育

長
が
教
育
執
行
方
針
を
各
々
述
べ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
町
づ
く

り
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

8
年
度
執
行
方
針
(
要
約
)

hv
執
行
方
針
を
述
べ
る
村
本
町
長• ⑩ 

成
分
的
乳
質
を
進
め
る
た
め
、
新

制
雨
前
適
合
型
乳
ヰ
モ
デ
ル
事
業
を

継
続
事
業
は
輸
入

村
被
助
成
を
含
め
た
酌
股
振
興
対

策
、
集
団
放
牧
対
策
卒
業
を
実
施

実
施
し
ま
す
。

し
ま
す
。

林
業
の
振
興

3
 継

続
事
業
の
ブ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ

林
道
開
設
卒
業
野
そ
駆
除
促
進

事
業

・
蒜
林
機
能
活
性
化
緊
急
造

林
卒
業
・
町
有
林
の
造
林
等
の
事

業
を
実
施
し
て
林
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

土
地
改
良
事
業

4
 国

営
か
ん
が
い
排
水
事
業
利
別

...昨年由来出街風景

川
地
区
は
全
休
築
地
調
査
計
画
・

第
一
幹
線
用
水
路
改
修
事
業
の
笑

施
例
闘
を
進
め
ま
す
。

道
営
事
業
は
神
丘
地
区
畑
地
儲

総
合
土
地
改
良
事
業

・
神
丘
第
一一

則
地
区
畑
地
祁
総
合
土
地
改
良
事

業
春
日
井
地
区
土
地
改
良
総
合

整
備
事
業

・
幾
代
地
区
内
肘
免
牒
道

路
側
事
業
南
川
地
区
地
す
べ
り

防
止
第
一
事
業

(笠
岡
)

相j

別

地
区
地
域
交
流
促
進
路
道
整
備
卒

業

(鈴
金

・
神
丘
)

・
回
代
間
台

地
区
山
村
基
幹
牒
遊
撃
備
事
業

イ
7

ヌ
エ
ル
地
区
ふ
る
さ
と
緊
急

平
成

8
年
、
第
一
固
定
例
町
説

会
に
あ
た
り
、
基
本
的
方
針
を
申

し
上
げ
、
議
会
と
町
民
皆
さ
ま
の
ご

型
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

平
成
8
年
度
予
算
編
成
に
あ
た

り
、
脚
力
あ
る
他
全
財
政
体
質
維

持
の
た
め
、
起
依
借
入
傾
向
抑
制

と
基
金
の
積
極
的
逆
用
に
努
的
る

と
と
も
に
、
歳
出
は
行
政
経
山
口
町

節
減
合
理
化
を
図
り
、
限
ら
れ
た

財
源
の
重
占
的
か
つ
効
率
的
な
配

分
に
務
め
ま
す
。

特
に
総
合
一前
祉
施
設
建
設
事
業

は
完
成
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

集
中
的
配
分
を
考
慮
し
た
予
釘
編

内
同
道
援
備
事
業
内

8
地
区
は
継
続

卒
業
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

凶
部
地
区
水
田
牒
業
確
立
対
策

特
別
事
業
(
神
丘
)
排
水
路
工
は

平
成
8
年
度
で
完
了
、

住
中
地
区

中
山
間
地
域
総
合
良
地
防
災
事
業

(住
吉
)
訓
水
路
工
は
平
成

8
年

度
か
ら
着
工
の
運
び
で
す
。

団
体
也
事
業
は
中
山
-川
沿
地
区

ふ
る
さ
と
政
道
緊
急
務
備
事
業

-

幻
世
紀
型
水
閉
山
同
業
モ
デ
ル
ほ
場

耐
詑
備
卒
業
は
継
続
事
業
で
築
地
、

神
丘
南
地
区
普
通
決
追
悼
判
備
事
業

と
上
光
台
地
区
小
規
桜
燥
用
地
整

備
事
業

(
飲
凶
刷
用
水
路
)
を
新
制
胤

事
業
で
実
施
し
ま
す
。

ω
商
工
業
の
振
興

中
小
企
業
の
経
悩
安
定
を
図
る

た
め
、

企
業
者
自
ら
の
絞
悩
努
力

と
相
ま
っ
て
、
特
別
融
資
制
度
や

利
子
初
給
な
ど
金
融
而
で
の
支
娘
、

更
に
商
工
会
が
行
う
経
活
改
普
普

及
卒
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

間

観

光
の
振
興

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
温
泉
の

一
号
井
戸
の
湧
出
量
が
極
端
に
減

少
し
、
汲
み
上
げ
が
出
来
な
い
状

準
ニ
パ
ピ
り
、

1

L

K

J

l
 

そ
の
対
策
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
総

額
川
信
7
百

ω万
l
千
円
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

国
際
交
流
事
業
は
ペ
ガ
サ
ス
の

認
派
逃
卒
業
と
ペ
ガ
サ
ス
の
拠
受

け
入
れ
卒
業
及
び
、
日
中
背
少
年

交
流
協
会
問
周
年
卒
業
と
し
て
の

受
け
入
れ
事
業
、
ド
イ
ツ
ス
ポ

l

y
青
少
年
団
体
的
受
け
入
れ
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
比
四
さ
ま
よ
り
強
い
袈
盟
の

あ
り
ま
し
た
防
相
屯
話
、
自
動
車

電
話
等
品
作
動
通
信
網
の
整
備
は
、

8
年
中
に
開
局
の
迷
び
と
な
り
、

住
民
へ
の
加
入
促
進
等
の
儲
施
策

に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

川
川
弘
百
年
記
念
卒
業
は
町
民
に

広
〈
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
、
多

数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

庁
内
会
談
、
都
業
推
進
委
只
会
等

で
検
討
し
、
よ
り
良
い
事
業
メ
ニ

ュ
ー
を
決
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
人
口
は

7
千
2
百
U

人
で
前
回
調
査
(
平
成

2
年
)
よ

り
4
百
日
間
人
の
減
少
を
日
比
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
定
住
促
進
に

向
け
て
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。8年度一般会計予算は70億76，452千円

その内訳は・ • • 88，100 (1.2) 
2，448 (0.0) 
5，000 (0.1) 

踊会置

労働置

予備費教育賢

599，918 (8.5) 

国庫支出会

553，549 (7.8) 

4

司建
設
が
進
む
総
合
福
祉
施
設

〕2
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産
業
の
振
興

川
農
業
の
振
興

稲
作
は
、
米
の
過
剰
基
調
の
中

で
大
幅
な
転
作
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
も
の
の
新
食
秘
法
的
基
に
生
産

地
内
責
務
を
来
た
す
べ
く
、
将
来

的
に
も
良
質
良
食
味
米
生
産
拡

大
に
取
り
組
む
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

民
協
が
平
成

7
年
度
補
正
予
却

で
計
画
し
た
経
営
基
蝶
確
立
民
業

構
造
改
普
卒
業
に
よ
る
玄
米
パ
ラ

集
出
荷
調
製
(
均
質
化
)
施
設
に

対
し
、
民
家
利
用
料
負
担
軽
減
の

建
殿
山
H
に
対
す
る
補
助
伐

た
め
、

商工貨

76，202 (1.1) 

)は

諸収入

臼 3，832(7.7) 

571，156 (8.1) 

単位は千円、 ( 

4育成比率で%

町税

466，572 (6.6) 
110，067 (1.5) 
39，752 (0.6) 

101，217 (1.4) 
139，000 (2.0) 
59，000 (0.8) 
12，001 (0.2) 

[繰入 金
憧用料及び手動料

財産収入

分担金且び負担金
地方誼与税

自動車取得脱宜付金
その 他

〕3
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E
社
会
福
祉
の
向
上
と

生
活
環
境
の
整
備

川
総
合
福
祉
施
設
建
設
に
つ
い
て

本
年
度
は
完
成
年
で
工
事
工
程

表
に
基
づ
き
工
事
が
進
め
ら
れ
、

ロ
月
に
竣
工
引
き
政
し
が
行
わ

れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

平
成
9
年
4
月
の
巡
営
開
始
に

向
け
て
、
そ
の
巡
営
方
針
と
機
併

の

一
部
を
凡
直
し
、
人
只
配
白
剤

聞
や
備
品
購
入
計
回
等
の
開
設
地

仙
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
開
設
捌

進
特
別
委
只
会
、
開
設
準
備
州
進

協
議
会
主
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

ω社
会
福
祉
関
係

地
域
福
却
の
充
実
は
、
羽
会
福

相
協
談
会
の
機
能
強
化
、
福
祉
関

係
諸
国
体
的
育
成
、
民
生
委
貝
や

保
健
婦

・
ホ

ム

ヘ

ル

パ

な

ど

押
川
的
人
材
的
活
動
充
実
と
連
携

に
よ
り
促
進
に
畑
町
め
ま
す
。

日
齢
者
一制
祉
の
充
尖
は
、
特
別

従
議
必
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
ン

ョ

ー
l
ス
テ
ィ
の
拡

充
や
必
人
一
侃
祉
セ

ン
タ
ー
の
有
効
利

用
、
緊
急
速
絡
通

報
シ
ス
テ
ム
の
充

実
、
温
泉
入
浴
券

の
配
布
や
訪
問
サ

ピ
ス
事
業
の
充

実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

隣
諸
者
一前
倒
的

充
尖
は
、
各
純
乳

幼
児
検
診
と
述
脱

を
保
ち
な
が
ら
母

子
通
図
セ
ン
タ
ー
、

地
蛾
療
育
セ
ン
タ

E
教
育
行
政
に
つ
い
ア

盟
か
な
郷
土
の
自
然
や
文
化
を

教
育
の
場
に
献
極
的
に
取
り
入
れ

る
な
ど
し
て
家
庭

・
学
校

・
地
域

社
会
が
も
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ロu
口中

寸
盟
か
な

心
と
た
く
ま
し
さ
を
育
み
、

互
の
連
携
を
深
め
つ
つ

イ同
性

を
生
か
す
学
校
教
育
」

の
推
進
や

「自
ら
を
お
的
、

地
域
内
利
と
活

カ
を
生
み
だ
す
社
会
教
育
」

を
4'11 

生きがい対策事業参加者

• (1 

燃
と
し
、
町
教
育
目

棋
の
魁
U
U
を
休
し
、

ザ
校
教
育
相
会

教
育
の

一
層
の
充

実
に
向
け
、

十ft
進

し
て

い
き
ま
す
。

遺
跡
保
存
整
備

卒
業
は
、
各
団
体

か
ら
答
申
を
い
た

だ
き
計
画
の
捺
備

を
図

っ
て
き
ま
し

た
が
、
新
し
い
納

助
制
度
の
導
入
や

財
政
一山
内
検
討
を

内
部
的
に
も
取
り

逃
め
な
が
ら
、
時

物
館
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会

、
今
一
度
計

の
な
見
を
踏
ま
え
て

建設が進む高等養護学校

画
の
見
直
し
を
含
め
、
検
討
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

N
特
閉
会
計

開
国
民
健
康
保
険
特

勘
定

別
会
計
事
業

今
年
皮
肉
医
療
保

改
正
は
、

品川日
療
報
酬

て、

4
月
1
日
よ
り

き
上
げ
る
こ
と
と
し

険
勤
可
の
制
度

改
正
に
お
い

3

4

%

引

て
い
ま
す
が
、

ー
の
文
仮
に
よ
り
.

促
進
に
努
め
ま
す
。

ω保
健
衛
生

他
市
川
診
断

・
各
組
検
診

・
予
防

接
極

・
健
康
教
育
相
談
指
導
な
ど

の
充
実
と
骨
相
し
よ
う
症
検
診
の

実
施
や
エ
イ
ズ
、
エ
キ
ノ
コ

y

ク

ス
症
な
ど
、
新
た
な
感
染
症
に
対

す
る
予
防
知
識
の
普
及
や
正
し
い

理
解
検
診
の
充
尖
に
努
め
ま
す
。

川
環
境
衛
生

北
部
絵
山
術
生
セ

ン
タ

組
合

で
は
‘
産
救
出
四
球
物
が
年
々

m加

し
、
そ
の
処
理
対
筑
と
し
て
木

7

ズ
を
主
に
処
刑
也
す
る
処
理
施
設
を

今
年
度
猿
仰
し
ま
す
。
ま
た
‘
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
地
行
に

向
け
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
設
置
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。

山

一
般
公
共
事
業

道
路
必
備
事
業
は
、
日
進
賞
金

総
改
良
工
平
日
進
出
町
金
総
舗
装

工
中

・
加
川
仙
州
特
改
山
脇
工
事

・

畑
町
沢
日
進
似
特
改
凶
間
工
事
を

縦
続
卒
業
で
尖
施
し
、
新
規
事
業

と
し
て
御
影
光
台
線
凍
雪
筈
防
止

工
事

・
緑
幸
紘
特
改

一一
位
工
事
を

各
々
実
施
し
ま
す
。

剖
会
参
加
の

4

司
今
中
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
授
業
風
景/ 

~ 

薬
価
の

2
・
6
%引
き
下
げ
や
左

人
な
ど
の
外
来
医
療
の
包
括
化
な

ど
で
捻
出
さ
れ
る
財
源
の
範
囲
内

で
実
施
き
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
質

ゼ
ロ
改
定
と
な
る
見
込
み
で
す
。

税
の
決
定
は
、
所
制
刊
の
動
向
や

医
療
貨
の
推
移
を
把
雌
し
賦
謀
時

期
ま
で
十
分
検
討
し
、

時
期
定
例

会
に
純
然
し
ま
す
。

ω老
人
保
健
特
別
会
計

国
に
お
い
て
、
必
人
医
療
に
お

け
る
山
日
用
負
担
専
制
皮
肉
見
直
し

が
今
年
度
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

冬
則
川
の
交
通
の
雌
保
の
た
め
、

春
日
井
線
防
苫
棚
設
世
工
事
を
新

規
に
取
り
入
れ
、
除
雪
対
策
と
し

て
雪
娘
機
械
タ
イ
ヤ
式
ド
ー
ザ
|

一
台
を
購
入
予
定
で
す
。

都
市
計
画
事
業
は
、
街
路
事
業

で
利
別
通
り
を
一
部
本
工
事
で
活

工
予
定
で
、
平
成
叩
年
に
完
成
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
南
通
り

似
の
受
託
事
業
は
用
地
取
得
や
術

仰
な
ど
を
災
施
し
て
い
き
ま
す
。

工
事
は
、
援
護
学
校
内
開
校
が
平

成
9
年
4
月
で
あ
り
、
開
校
に
合

わ
せ
て
一
郎
通
行
開
始
の
予
定
で

す
。公

共
下
水
道
は

各会計の当初予算規模比較

d2b== N 言十 名 前年度 8年度 増減金額 増減率(%)

自主 4コE2ZhC 言十 6，584，725 7，076，452 491， 727 7.5 

国民健康保険特別会計事業勘定 702，546 734， 561 32，015 4.6 

老人 保健特 別会計 891，677 840，501 ム 51，176 ム 5. 7 

国民健康保険特別会計施設勘定 1，199，405 1. 329， 279 129，874 10. 8 

簡 易 水 道 事 業 特別会計 258，886 126，608 ム 132，278 ム 51. 1 

言十 9，637，239 10，107，401 470， 162 4. 9 

今
年
目
月
末

• 0・単位千円

昨年整備されたソフトポール場

に
地
本
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
後
笑
施
に
向
け
、
議
会

等
に
お
諮
り
し
ま
す
。

運
動
公
図
的
盤
備
は
、
本
年
度

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

一
固
と
野
球
場

一
一
山
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

公
営
住
宅
建
設
事
業
は
平
成
8

年
度
よ
り
略
町
公
営
住
宅
の
建
替

卒
業
を
推
進
し
ま
す
。
全
体
計
画

で
は
、

3
階
建

4
練

μ
戸
で
、
内

公
営
住
宅
問
戸
、
特
定
公
共
賃
貸

住
宅

6
戸
を
建
設
す
る
も
の
で
、

8
・
9
の
両
年
度
で
1
倣
6
戸
の

う
ち
公
悩
住
宅

4
戸
、
特
定
公
共

賃
貸
住
宅

2
戸
を
建
設
す
る
計
画

で
す
。

〕aa守〔

建替事携が完了 Lた南団地

1
 

5
 

〔



そ
の
内
容
は
老
人
医
療
拠
出
金

の
老
人
加
入
割
合
的
上
限
は
、
平

成
7
年
度

n
%か
ら
平
成
8
年
度

μ
%
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

老
人
医
療
貨
の
一
部
負
担
金
は

物
価
ス
ラ
イ
ト
し
て
お
り
、
4
月

か
ら
外
来

1
千
叩
円
か
ら

1
千
羽

円
に
、
入
院

一
日
7
百
円
か
ら

7

百
日
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら

れ
、
低
所
得
者
の
入
院
一
日

3
百

円
は
据
え
置
か
れ
、
こ
の
ほ
か
、

診
療
報
酬
改
定
高
額
療
養
費
自

己
負
担
額
の
引
き
上
げ
や
入
院
時

食
事
療
養
費
自
己
負
担
の
引
き
上

げ
が
な
さ
れ
ま
す
。

川
川
園
保
病
院
に
つ
い
て

病
院
経
営
は
、
平
成

2
年
度
か

ら
6
年
度
ま
で
を
第

一
次
と
し
、

引
き
続
き
平
成

7
年
度
か
ら
叩
年

度
ま
で
の

4
ヵ
年
を
第
二
次
財
政

健
全
化
計
画
年
と
し
て
、
企
業
会

計
的
現
況

・
赤
字
減
少
計
画

一

般
会
計
の
考
え
方
な
ど
を
示
し
な

が
ら
、
総
合
福
祉
施
設
が
オ

プ

ン
す
る
こ
と
で
一
定
の
健
全
化
が

期
待
で
き
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

平
成

8
年
皮
肉
予
算
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
、
平
成

5
年
度
に
樹

4月1日付町職員の人事異動

町民謀と保健福祉課に分課

町民福祉課を

4
月
1
日
付
で
、
町
職
員
の
人

事
異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
(
)
は

前
職
。

平
成
日
年

4
月
開
設
予
定
の
総

合
福
祉
施
設
開
設
準
備
も
含
め
て
、

て
ま
し
た
病
院
事
業
収
支
計
聞
に

沿
っ
た
数
値
で
進
め
て
お
り
、
老

人
保
健
施
設
オ
プ
ン
に
向
け
て

の
人
的
確
保
費
用
等
必
要
と
さ
れ

る
財
政
措
置
に
配
慮
し
ま
し
た
。

同
簡
易
水
道
事
業

昨
年
ロ
月
、
定
例
町
議
会
で
議

決
い
た
だ
い
た
水
道
料
金
の
改
定

は
、
水
道
使
用
者
の
皆
さ
ま
方
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
豆
要
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
広
報
等
の
活
用
で
故
普

の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
使
用
水
戸
叫
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
節
水
対
策

と
施
設
の
維
持
管
理
に
も
努
め
て

い
き
ま
す
。

鈴
岡
地
区
き
く
井
工
事
は
水
質

.
水
量
と
も
充
分
な
縦
保
の
見
通

し
が
つ
き
、
こ
の
こ
と
に
伴
い
肥

培
用
水
施
設
と
し
て
の
維
持
管
理

運
営
を
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
水
の

使
用
形
態
の
変
化
が
生
じ
る
現
況

か
ら
、
本
年
度
簡
易
水
道
施
設
運

営
に
移
行
も
考
、
手
り
れ
ま
す
の
で
、

諸
手
続
き
等
に
つ
い
て
関
係
者
め

な
見
を
尊
認
し
な
が
ら
取
り
進
め

て
い
き
ま
す
。

( . • 
従
来
の
町
民
福
祉
課
を
町
民
課
、

保
健
福
祉
課
の

2
課
に
分
課
し
ま

し
た
。

な
お
、
企
画
調
整
課
の
所
管
で

あ
り
ま
し
た
住
民
運
動
・
交
通
安

全
係
が
町
民
課
の
所
管
と
な
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

。
総
務
部

マ
総
務
課

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

(主
幹
兼

総
務
係
長
)

藤

原

弘

一

主
幹
兼
管
財
係
長
(
町
教
委
管
理

謀
総
務
係
長
)

重

田

実

財
政
係
長
(
財
政
係
主
査
)

成

田

光

康

財
政
係
兼
経
理
係

(税
務
課
住
民

税
係
兼
徴
収
係
)
山
田

薫

管
財
係
兼
財
政
係

(財
政
係
兼
管

財
係
)

漉

淳

篤

憲

経
理
係
兼
務
を
解
く

(総
務
係
兼

経
理
係
)

遠

藤

盛

人

マ
企
画
調
整
課

主
幹
兼
企
画
関
盤
係
長

(企
画
制

整
係
長
)

外

崎

秀

人

広
報
広
聴
係
長
兼
町
史
編
纂
係
長

(町
教
委
管
理
課
学
校
教
育
係
主
査

兼
総
務
係
主
査
)
松

村

康

弘

捌
査
係
長

(町
民
一前
祉
課
年
金
係

厚生年金保険・国民年金の積立金
還元融資(;;trやさじωまさつぐりJ

を応援じてωます『

みなさんが加入している厚生年金保険及び国民年金の積立金は、将来の年金給

長
)

河

野

富

雄

住
民
運
動

・
交
通
安
全
係
兼
務
を

解
く
(
企
町
制
強
係
兼
住
民
運
動

・
交
通
安
全
係
)

白

山

晋

マ
税
務
課

課
長
(課
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長
)

杉

内

秀

次

主
幹
兼
徴
収
係
長

(国
保
病
院
庶

務
係
長
兼
経
理
係
長
)

清

水

寛

住
民
税
係
長
兼
務
(
資
産
税
係
長
)

勝

山

英

敏

徴
収
係
主
査
(
町
民
福
祉
課
桶
祉

係
主
査
米
国
保
係
主
査
)

山

崎

憲

彦

徴
収
係
兼
住
民
税
係

(建
設
課
管

迎
用
地
係
兼
維
持
係
)

鈴

木

正

之

住
民
税
係
兼
徴
収
係

(新
採
用
)

立

島

剛

V
町
民
課

課
長
(
町
民
福
祉
課
長
兼
総
合
栢

祉
施
設
開
設
準
備
室
長
)

宮

沢

昭

雄

課
長
補
佐
兼
町
民
係
長

(
町
民
福

制
課
長
補
佐
兼
総
合
福
祉
施
設
開

設
準
備
室
次
長
兼
総
合
福
相
施
設

開
設
準
備
係
長
)
吉

村

教

聖

戸
籍
係
長
兼
総
合
窓
口
係
長

(
町

付のための大切な財源として積立てられていますが、

活の向上に役立てられるよう、地方公共団体(市町村等)

れています。

今金町でも、平成7年度に総額33，240万円が融資され「やさしいまちづくり 」のため

に役立てられました。融資された内訳は次のとおりです。

厚生年金保険 ・国民年金の積立金還元融資内訳

*簡易水道施設整備事業の基幹的施設改良による今金地区の配水池設備 ・取水

施設の整備及び種川地区の区域拡張による配水管布設(延長2，481m)に8，540

万円が融資きれ、生活環境の向上を目的とし水道の安定供給や未普及地の解

消に役立てられました。

*平成 9年 4月の開設を目指し 、現在建設中の総合福祉施設(複合施設)にお

ける老人保健施設及び訪問看護ステーションの建設に24，700万円が融資され、

地域福祉の増進を目的とし高齢者が安心して生活することのできる環境の整

備に役立てられます。

1
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この積立金は福祉の増進と生

などに{丘利に貸しイ寸けさ

※ 

• • 
民
福
祉
課
住
民
係
長
)

伊
藤
恵
津
子

住
民
運
動
交
通
安
全
係
長

(税

務
謀
徴
収
係
長
)
沢

谷

芳

博

年
金
係
長

(企
画
調
艶
諜
住
民
連

動

・
交
通
安
全
係
長
兼
調
査
係

長
)

南

川

康

男

戸
籍
係
(
町
民
福
祉
謀
術
生
係
)

古

谷

哲

男

町
民
係

(
町
民
福
祉
謀
稲
祉
係
)

山

田

哲

也

住
民
運
動

・
交
通
安
全
係
北
部
年
金

係

(新

採

用

)

潰

谷

幸

男

マ
保
健
福
祉
課

謀
長
兼
総
合
福
祉
施
設
開
設
準
備

室
長

(
町
教
委
社
会
教
育
課
長
兼

総
合
体
育
館
長
)
鈴

木

捷

課
長
補
佐
兼
総
合
福
祉
施
設
開
設

準
備
室
次
長
兼
保
健
指
導
係
長
(町

民
福
祉
課
保
健
婦
主
幹
兼
総
合
福

祉
地
殻
開
設
準
備
室
主
幹
兼
保
健

指
導
係
長
)

藤
田
喜
枝
子

保
健
福
祉
係
長
兼
国
保
係
長

(
町

氏
招
祉
謀
国
保
係
長
)

森

川

元

総
合
郁
祉
施
設
開
設
準
備
係
長
(町

民
儒
祉
課
術
生
係
長
兼
総
合
稲
祉

施
設
開
設
準
備
係
)柏

田

保
健
福
祉
係
主
査
(
町
民
福
祉
課

住
民
係
主
査
)

中

島

淳

子

総
合
福
祉
施
設
開
設
準
備
係
兼
保

健
福
祉
係

(良
林
諜
民
政
係
)

住

吉

淳

保
健
福
祉
係
兼
総
合
福
祉
施
設
開

設
準
備
係
(国
保
病
院
医
事
係
)

宮

崎

吉

広

国
保
係

(町
民
福
祉
課
国
保
係
)

諸

戸

康

浩

保
健
指
導
係

(町
民
福
祉
課
保
健

指
導
係
)

尾
崎
美
智
子

佐
藤
美
由
紀

加
藤
干
示
子

天
野
ち
あ
き

。
経
済
部

マ
農
林
課

謀
長
補
佐
兼
林
務
係
長

(耕
地
開

発
課
王
幹
兼
管
理
係
長
)

佐
久
間
優

一

主
幹
兼
成
政
係
長

(
玉
幹
兼
林
務

係
長
)

中

野

寛

斎
産
係
長
(町
教
委
休
育
振
興
係
長

兼
社
会
教
育
係
)
尾

崎

克

之

内
比
政
係

(
商
工
観
光
課
商
工
観
光

係
)

杉
山

輝
希

マ
商
工
観
光
課

商
工
観
光
係
主
査
(ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ

〕

リ
カ
研
修
派
造
)
中

里

英

明

7〔

泰
明



マ
水
道
課

課
長
(
建
設
課
長
補
佐
兼
建
築
公

図
係
長
)

滝

本

隆

司

水
道
係
長
(
良
林
課
畜
産
係
長
)

細

田

征

夫

マ
建
設
課

謀
長
(
水
道
課
長
兼
水
道
係
長
)

渡

辺

茂

課
長
補
佐
(
王
幹
兼
管
理
用
地
係

長
)

柏

田

守

主
幹
兼
管
理
用
地
係
長
(
総
務
部

管
財
係
長
)

藤

田

民

男

建
築
係
長
兼
公
園
下
水
道
係
長
(
土

木
係
長
)

高

島

好

治

土
木
係
長
(
都
市
計
画
係
長
)

中

島

邦

博

都
市
計
画
係
長
兼
公
園
下
水
道
係

(
建
築
公
園
係
)
津

山

泰

彦

建
築
係
(
建
築
公
園
係
)

安

達

雄

一

建
築
係
兼
都
市
計
画
係
(
都
市
計

画
係
栄
建
築
公
園
係
)

相

馬

透

管
理
用
地
係
兼
維
持
係
(
新
採
用
)

中
川

真
希

マ
耕
地
開
発
課

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
(
総
務
課

主
幹
兼
財
政
係
長
)
八
重
樫
旨
雄

O
議
会
事
務
局

次
長
兼
庶
務
係
長
兼
談
事
係
長
(主

幹
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
)

河

端

義

之

O
出
納
室

出
納
係
長
(
企
画
調
整
課
調
査
係

主
査
兼
企
画
刻
整
係

王
査
)

遠

藤

崇

子

O
教
育
委
員
会
管
理
課

課
長
(建
設
課
長
)

佐
々
木
靖
美

主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
(
学
校
教
育

係
長
兼
総
務
係
)
自
国
田
代
子

総
務
係
長
(
企
画
調
整
謀
広
報
広

聴
係
長
兼
町
史
編
纂
係
長
)

北

見

伸

夫

学
校
教
育
係
兼
総
務
係
(
水
道
課

水
道
係
)

伊

藤

靖

徳

O
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

課
長
兼
総
合
体
育
館
長
(
農
林
諜

長
補
佐
兼
農
政
係
長
)

高
畑

秀
樹

体
育
振
興
係
長

(町
民
福
祉
課
福
祉
係
長
)

長

崎

健

司

O
教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

(税
務
課
長
)

森

忠

雄

O
国
保
病
院

外
科
医
長

(新
採
用
)佐

藤• • 

京
家
夢
助
ぷ
落
語
を
虫
前

町
生
涯
学
習
講
演
会

今
金
町
生
涯
学
習
講
演
会
が

3

月
日
目
、
町
民
セ
ン
タ
で
開
催

さ
れ
、
1
0
0
名
の
参
加
者
が
東

家
夢
助
今
金
寄
席
を
楽
し
み
ま
し

た

こ
の
日
は
、
建
設
中
の
今
金
町

総
合
禍
祉
施
設
の
概
要
説
明
の
後
、

函
館
を
中
心
に
出
前
落
語
で
活
躍

し
て
い
る
束
家
夢
助
さ
ん
の
落
語

が
披
一
品
さ
れ
、
巧
み
な
話
術
で
聴

衆
を
笑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
講
泌
会
で

n
い
き

い
き
学
園
8

の
卒
業
が
終
了
し
、

合
わ
せ
て
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し

た

万

の
火
災
巴
備
え

肖
防
ポ
J
ブ
自

入

柏
山
広
域
行
政
組
合
今
金
消
防

岩
で
は

3
月
6
目
、
最
新
式
の
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
導
入
し
ま
し

た
。導

入
さ
れ
た
ポ
ン
プ
車
は

8
・

7
μ
級
の
ハ
シ
ゴ
な
ど
を
搭
載
、

万

一
の
火
災
に
対
し
て
、
初
期
消

火
に
多
大
な
威
力
を
発
揮
で
き
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

車

主
幹
兼
庶
務
係
長
兼
経
理
係
長

(出
納
係
長
)

今
野
む
つ
子

診
療
放
射
線
科
長

(診
療
放
射
線

係
長
)

平

沢

茂

君
諮
訓
婦
長

(看
護
係
長
)

佐
久
間
君
子

理
学
診
療
係
長

(柔
道
務
復
士
)

藤
倉

義
則

給
食
係
長

(栄
養
士
)辻

看
護
係
長
(
看
護
主
任
)

土
谷

久
子

厚
子

山

下

三

重

右
護
婦

(新
採
用
)
鈴

木

智

美

白
岩
さ
や
か

介
護
福
祉
士

(新
採
用
)

村
上

山
内

哲
保
徳

下
山
千
恵
子

O
北
海
道
派
遣

北
海
道
保
健
現
境
部
成
人
保
健
課

(総
合
福
祉
施
設
開
設
準
備
係
兼

衛
生
係
)

小

林

洋

伸

0
3
月
引
日
付
退
職

柏

原

博

夫

(町
教
委
管
理
謀
長
)

岸

本

義

仁

(給
食
セ
ン
タ
ー
長
)

竹

内

正

夫

(
耕
地
開
発
課
長
補
佐
)

八
十
島
孝
博
(外
科
医
長
)

若

山

秀

代

(看
護
婦
)

全句

今金町の国民健康保険加入者の皆さんへ

( 4月診療分)より高傾療養費委任払い制度を導入するこ

「高額療養費の受領委任払い」 を役場の窓口にお

町
職
員
研
修
会
開
催

)
 

B
 

〔

松
永
洋
忠
氏
講
演

町
職
員
研
修
会
が

役
場

2
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
日山

名
の
町
職
員
が
参
加
し
て
自
己
啓

発
に
つ
と
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
今
金
町
八
束
出
身

で
合
同
町
民
学
級
の
講
師
も
っ
と

め
た

H

湖
南
話
し
方
セ
ン
タ
ー
。

所
長
の
松
本
洋
忠
氏
を
迎
之
、

「部

下
に
や
る
気
を
起

こ
さ
せ
、
よ
い

人

間
関
係
を
作
る
に

は
」
と
越
し
て
研

修
し
ま
し
た
。

講
演
の
中
で

o
明
る
い
物
の
考

え
方
を
す
る

・
一言
葉
町
前
に

心
あ
り
、
あ

2
月
刊
日
、

と
に
行
動
あ

り今
更
と
か
、

い
い
年
を
し

て
、
と
か
考

え
な
い
で
心• • 

に
刺
激
を
与
、え
る

0
積
極
的
に
挨
拶
を
す
る

口
実
行
の
な
い
知
識
は
ゼ
口

な
ど
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い

前
前
に
職
員

一
同
、
有
志
義
な
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

※ ただし、次に該当する場合は、高繍療養費受領委任払いの扱いはできませんので注

意してください。

- 交通事故などの第三者の行為による医療や闘争 ・泥酔及び故意の犯罪などによる

負傷や疾病であると認められるとき。

詳し いこ とについては、役場総務部保健福祉課国保係へ問い合わせく

(電話 2-0111) 

高額療養費の自己負飽限度額の改定

(平成 8年5月診療分から i 
63，000円→63，600円 i

町では、平成 8年 4月1日

とになりました。

口 医療費が多綴な方は、

申し出ください。

ただし委任払いを実施している医療機関です。

口 「高額療養費の受領委任払い」を申し出た方は、自己負担限度額(原則

として、町民税課税世帯63，000円・非課税世帯35，400円)のみを病院等の

窓口にお支払いください。

国保加入者が病気やけが等でお医者さんにかかり、 1か月間の保険診療該当分の医療

費が多領な場合、病院等の窓口で自己負担限度額のみを支払い、これを越えた額(高額

療養費)の受領を病院等に委任することにより、病院等が国保加入者に代わって町から

高額療養費の支払いを受けることになりました。

I!1J民税課税世幣

市…一

fこ、さい。

。

〕9
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一
町
家
族
協
定
農
業
合
同
調
印
式
一

一
並
び
に
就
農
者
激
励
祝
賀
会
開
催
一

就
農
後
継
者
を
励
ま
す

平
成
7
年
度
今
金
町
家
族
協
定

瓜
業
合
同
制
印
式
と
就
践
者
激
励

祝
賀
会
が

3
月
日
以
目
、
町
民
セ
ン

221Zぷ占v;;~肱斑食提臨時泊 J明喝現同首

一み
ん
な

初
め
て
の
ス
キ
ー

美
利
河
小
5
年
真
鍋

慧

ぷ

ぼ
く
は
、
香
川
県
出
身
で
、
ス

キ
ー
な
ど
は
、
ゃ
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
ス
キ
ぐ
つ
の
は
き

方
や
、
ス
ト
ッ
ク
の
持
ち
方
、
ス

キ

板

に

、
く
つ
を
つ
け
る
の
も

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
、
歩
き
も
わ
か
ら
な
か

っ
た
し
、
歩
く
と
足
が
い
た
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

け
ど
、
練
習
を
し
て
い
く
う
ち

に
、
ま
っ
す
ぐ
、
す
べ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、

ハ
の
字
に
し
て
す

べ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
だ
ん
だ
ん
、
曲
が
れ

タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
家
版
協
定
農
業
普
及
推
進
協

議
会
、
町
農
業
実
習
生
受
入
協
談

会
的
主
催
で
行
わ

れ
た
調
印
式
は
、

制

ω歳
に
迷
し
た

経
営
者
が
後
継
者

に
経
営
及
び
資
産

の
移
設
を
行
い

、

後
継
者
が
経
済
面

を
含
め
た
老
後
の

生
活
を
保
証
す
る

も
の
で
す
。

今
年
度
は

3
組

が
坂
本
瓜
業
委
員

会
長
、
境
由
民
協

組
合
長
の
立
ち
合

い
の
も
と
に
協
定

誌
に
調
印
し
ま
し

た
。後

継
者
ら
は
厳

• • 
~ (のl

tZ) 

:l場

ド
も
だ
ん
だ
ん
出
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
ほ
く
が
、
ス
キ
ー
坊

の
下
で
、
練
習
し
て
い
る
と
、
宗

像
の
お
ば
さ
ん
が
「
じ
よ
う
ず
に

な
っ
た
ね
。
リ
フ

l
に
乗
っ
て
、

パ
イ
オ
ニ
ア
コ
ス
を
す
べ
っ
て

み
な
い
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
い

っ
し
ょ
に
、
上
に
行
き
ま
し
た
。

そ
し
た
ら
、
リ
フ
ト
も
、

上
手

に
お
り
る
こ
と
も
で
き
た
し
、
パ

イ
オ
ニ
ア
を
す
べ

っ
た
と
き
は
、

3
回
ぐ
ら
い

、
い

っ
し
ょ
に
す
べ

っ
た
だ
け
で
、
も
う
、

一
人
で
す

べ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
迎
は
、
友
達
の

将
生
と
陽
司
と
い
っ
し
ょ
に
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
を
す
べ
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
、
急
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
一
回
こ
け
た
だ
け
だ
っ

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
次
の
過
は
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
を
、
陽
司
と
い

っ
し
ょ
に
、
す
べ

っ
た
ら
、
ち
ょ

う
ど
、

ふ
わ
ふ
わ
に
な
っ
て
い
る

{工所 経営者 後 継者

字住吉 渡辺 英雄 渡辺 tw ~， 

355-3 S. 8.11.22 S.33.2.7 

竿中里 伊藤文夫 伊藤悟志

54-8 S.11.9.2 S .37. 1.28 

字八束 中 塚誠日1¥ 中 塚 tw: 
1 S .12. 2.12 S .39.11 6 

し
い
農
業
情
勢
の
な
か
、
な
お
一

層
努
力
す
る
こ
と
を
竺
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
後
、

6
年
度
就
農
者
5
名、

7
年
度
就
脱
者
4
名
を
含
め
た
州
民

業
後
継
者
就
民
激
励
会
と
祝
賀
会

が
行
わ
れ
、
酪
燥
野
菜
米
づ

く
り
に
挑
む
若

い
内
創
業
世
代
を
激

励
し
て
い
ま
し
た
。

雪
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
こ
け
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
、
何
週
間
か
、

ヤ
ル
や
フ
ァ
ミ
リ
ー、

ス
ペ
シ

パ
イ
オ

ニ
ア
を
す
べ
っ
た
り
し
て
い
る
と

陽
司
が
、

「
今
度
は
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
す
べ
ら
な
い
か
。
」

と
、
リ

7
ト
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
一
言
っ

た
の
で
、
ぼ
く
は
、
ち
ょ

っ
と
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

け
と
、
ぼ
く
は
寸
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
す
べ
ろ

l
。
」

と
言

っ
て
す
べ

っ
た
ら
、
2
回
、
こ
け
ま
し
た
。

だ
け
と
、
す
っ
こ
く
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。

ぼ
く
は
、

一
年
間
で
帰
り
ま
す
。

香
川
に
帰

っ
た
ら
、
ス
キ

l
州場が

な
い
の
で
、
来
年
の
冬
は
、
美
利

河
に
来
て
、
ス
キ
を
や
り
ま
く

り
た
い
で
す
。
と
っ
て
も
お
も
し

ろ
い
ス
キ
で
し
た
。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
コ

ナ

てー
は

3
歳
未
満
の

お
子
き
ん
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

ルンルン子どもクラブで

『

1

・4J
え
¥
1
J

レ
ヂ
t

タ川

i
』

〕日1
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学
童
保
育
所

「
ル
ン
ル
ン
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」
で
3
月
1

目
、
ひ
な
祭
り
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
月
3
日
の
ひ
な
祭
り
を
繰
り
上
げ
て
行
っ
た
も
の
で
、

位
名
の
児
童
が
各
自
工
夫
し
て
お
雛
様
を
製
作
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
お
雛
様
を
前
に
、
お
や

つ
・
ゲ
l
ム
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
同
一附
は
平
成
5
年
叩
月
に
開
設
さ
れ
、

指
導
員
と
い

っ
し
ょ
に
お
や
つ
を
作

っ
た
り
、
帰
除
も
行

い
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

• • 
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社会教育だより

第 234号

社(会重教点育目推標進) 

国 回
し、

闘7 ーコ
σ) <:-

底史や ども、

弁自会 でこ

も

イ大ヨをヒと れでアご

切【こ ヵも〈

し

圃 困

熱意 歪'<' 
そ〉 校学、

て白ζ、 茎会主也表

串 σコ

し すさa 

憧やく 叫ん

学合ヵUに、 ，めを軍

L 、

まし

よ

う

」

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年

六
月
か
ら

『社
会
教
育
だ
よ
り
』
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
号
か
ら
町
広
報
の
中
に
組
み
入
れ
て
発
行

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
近
年
の
情
報
化
社
会
に
あ
っ
て
、

情
報
の
提
供
を
受
け
る
町
民
の
立
場
に
た
っ
て
一
つ
の
広
報
誌
で
可

能
な
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
が
連
携
、
工
夫
し
て
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
紙
面
で
す
が
、
町
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
と
生
涯
学
習
社
会
に
向
か
っ
て
親
し
め
る
広
報
づ
く
り
に

努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

どんなことつ

生
叫
地
学
習
は
、

し
た
ち
が
生
雌
に
わ
た

っ
て
行
う
学
習
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
生

ま
れ
る
と
す
ぐ
に
、
家

庭
を
中
心
と
し
て
学
習

を
は
じ
め
ま
す
。

や
が
て
、
学
校
に
通

い
学
習
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
で

も
い
ろ
い
ろ
な
学
習
機

会
に
出
会
い
‘
学
山
首
す

る
こ
と
が
ら
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、

生涯学習って

学
校
を
卒

い
っ
た
ん
学
校
を
卒
業

し
て
社
会
に
出
て
か
ら
も
、

ま
た

必
要

に
応
じ
て
学
校
に
も
ど
っ
て
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
制
度
の

弾
力
化
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
で
自
己
を
表
現

す
る

社

会

教

育

社
会
教
育
で
は
、

人
々
の
王
休

的
な
学
習
を
基
礎
に
し
て
行
わ
れ

生
き
が
い
の
あ
る
人

る
も
の
で
、

生
を
築
き
、

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

う
る
お
い
の
あ
る
地

生
涯
の
各
時
期
に
求
め
ら
れ
る

学
習
活
動
や
世
代
間
交
流
、

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

例
制
u
を
の
ば
し
、

ふ
れ
あ
い
を

わ
た

業
し
て
相
会
に
出
る
と
、
仕
中
に

か
か
わ
る
学
問
や
、
山
か
で
充
実

し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
学
習
を

つ
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
家
庭

・
学
校

峨

場

地

域
社
会
で
行
わ
れ
る
す

べ
て
の
学
習
を
生
涯
学
科
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
生
川
地
学

習
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
的

生
き
て
い
く
姿
そ
の
も
の
に
保
く

か
か
わ

っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

す
め
て
い
く
う
え
で
、
次
の
こ
と

に
留
芯
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

.
生
涯
学
習
は
、
わ
た
し
た
ち

一

人
一
人
が
自
ら
す
す
ん
で
行
う

こ
と
を
基
本
と
す
る
も
の
で
す
。

.
生
地
年
利
は
、
で
き
る
だ
け
自

分
に
合

っ
た
や
り
方
を
選
び
な

が
ら
生
涯
を
通
じ
て
行
う
も
の

で
す
。

A'生
川
山
学
習
は
、
学
校
や
地
域
相

会
の
中
で
行
わ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
わ
た
し
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
文
化
活
動
、
趣

味

レ

ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
中
で
も

行
わ
れ
る
も
町
で
す
。

生
涯
学
習
に
は

ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
?

生
涯
学
習

の
原
点
は

家

庭

教

育

家
庭
は
子
ど
も
に
と
っ
て
社

会
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
育
て
、
泣
か
な
心
を
は
ぐ

く
む
こ
と
を
め
さ
し
て
い
ま
す
。

・
税
と
千
の
ふ
れ
あ
い
や
、
同
年

齢
、
具
年
齢
的
子
ど
も
た
ち
と

の
遊
び

・
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

・
地
域
行
事
や
地
域
活
動
へ
の
参

加削
桃
子
で
自
然
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
爪
動

地
域
活
動

地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
活
動

を
す
す
め
る

団

体

活

動

団
体
活
動
で
は
、
グ
ル
ー
プ
や

サ
ー
ク
ル
が

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

生
涯
学
習
の
基
礎
を
培
う

学

校

教

育

学
校
教
育
で
は
、
一
人
一

個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
基
礎

的
な
学
力
を
身
に
つ
け
、
「
わ
か

る
科
び
」
「
学
ぶ
楽
し
さ
」
を
過

し
て
自
己
教
育
力
的
育
成
を
め
さ

し
て
い
ま
す
。

自
ら
学
ぶ
力
を
育
て
る
学
習
活

人
グ〉

州
出自

主
的
実
践
的
な
態
度
を
育

て
る
活
動

生
命
を
大
切
に
し
、
思
い
や
り

の
心
を
育
て
る
活
動

• • 
に耳覗
つ業
けに

I却
す
る
技
古E

技
術
を
身

学

校
教
育

も

社
会

教
育

も

「
生
涯
学
習
」

の
一
部

わ
た
し
た
ち
が
生
誕
学
習
を
す

• • 
深
め
る
文
化
活
動

-
健
康
で
活
力
の
あ
る
生
活
を
目

指
し
た
ス
ポ

l
y
活
動

生
涯
学
習
で
人
聞
を
磨
く

企

業

内

教

育

日
常
の
仕
事
や
研
修
を
と
お
し

て
勤
労
者
の
職
業
上
の
能
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、

社
会
人
と
し
て

に
そ
っ
た
主
体
的
な
学
習
活
動
の

展
開
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

N
H
少
年
の
佐
全
育
成
に
か
か
わ

る
活
動

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
る
活
動

環
境
保
全
や
白
快
保
護
の
活
動

生
涯
学
習
を
実
践
に
生
か
す

臓

業

訓

練

職
業
訓
練

職
業
教
育
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
考
、
え
や
希

望
に
そ
っ
た
職
業
に
つ
け
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

職
業
に
必
裂
な
必
礎
的
技
能
を

身
に

つ
け
る
学
習
活
動

再
就
職
の
た
め
の
職
業
能
力
を

開
発
す
る
学
習
活
動

職
業
制
慨
を
育
て
る
勤
労
体
験
活

品
川

4
叫こ

の
ほ
か
、

民
間
教
育
で
は
、

わ
た
し
た
ち
の
生
涯
学
習
を
支
後

し
、
芸
術
や
文
化
、
ス
ポ
ツ
な

と
、
魅
力
あ
る
学
習
活
動
的
展
開

を
め
ざ
し
て
い
ま
す

み
な
さ
ん
も

自

勺

楽
し
く

の
山
か
な
教
養
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

-
実
務
や
技
能
を
高
め
る
山
帽
子
習
活

J
 

Z
 

オて

O
A
ン
ス
テ
ム
や
外
国
語
講
座
、

リ

ダ

l
シ
y
プ
諭
な
ど
の

4

豊
か
に
学
び
ま
せ
ん
が
。

文化団体

会員募集のお知らせ

本IIITの文化協会に加盟している団体は25団

体でそれぞれの分野で活動しています。趣味

づく り、仲間づくりと生:医学習に参加してみ

てはいかがですか。

砕しいことは、各団体的迎給責任者まで.

平成8年度今金町文化協会加盟団体一覧

加盟団体名 辿持 )'l任者 世話f番号

今金書道霊好会 間品剥i子(栄町} 2 -0165 

日本語吟学院岳風会今量支部 1)' I事サ，，1繭町} 2 -0425 

今金ハムク フ プ 中村 ~l 正(旭 町 } 2一同 19

日耳迅i北部補山支部 多令オミ tlH :Q!州) 2 -1203 

~t 協 自国 Z品〉宇 近藤明哨((升: 列) 2 -1430 

今金民話会 開削みどり (東町) 2 -1439 

今金 JH~ 研友会 久保田勝(出町) 2 -1409 

今金百人一首クラブ 民iJ~ 位(田彬) 2 -1641 

今 :i1:1由時同好会 '''1制舟出(池町) 2 -0745 

今金将棋宜好全 小間生見[日見町) 2 -1248 

今金?"/キングサ 11レ 迫雌昨日南町) 2 -0601 

~tgß楠山古岸協全今士主部 陥オ弘ド(末広岡fI 2 -0517 

.11 別 俳句会 p i'i定勝(大仰l町) 2 -0330 

今世社主ダノスクラブ 原田与 一(大和町) 2 -1038 

カナリヤ全道南支部 加藤 保(八幡町) 2 -1843 

今金ちさり佐霊貯金 久保凹常次(大相町) 2 -0674 

今金陶芸霊軒全 山 ~t '" ~H八幡町 ) 2 -0965 

今 ::'a舞踊霊 好会 ノl、凹川トン(旗争;1.) 2 -0569 

今企町廿楽堂好会 河端 白(本 町) 2 -0631 

日本盆組協会今世支部 i位辺 i:l:lけJ栄町) 2 -0514 

今金町民合唱団 石jfるみ子(大相町} 2 -1456 

今金町子話同好会 南川脱抑(旭町} 2 -0642 

今金町琴鉛全 能代令下{今金} 2 -2803 

チ干コットバレエサークル 小池典子(目地) 2 -1918 

おしばなの全 秋山地((本 町) 2 -1290 

門
的
な
半
世
話
動

企
業
の
相
会
的
使
命
を
川
市
た
す

1
 

2
 

1
 

〔

子
ど
も
た
ち
司
自
ら
学
ぶ

芯
欲
や
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
な
ど
を
学
力
内
基
本

と
す
る
学
力
飢
に
立
っ
て
す

す
め
る
学
校
教
育
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
力
観
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
は
、

激
し
い
変
化
が
予
想
さ
れ
る

社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
生
き
て
い
く

資
質
や
能
力
の
育
成
を
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
考
え
方
に
も
と
づ
く
も

の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
こ

れ
ま
で
の
受
け
身
内
学
習
か

ら‘

自
ら
謀
附
砲
を
見
つ
け
、

判
断
し
、
解
決
す
る

考
、
正
、

力
を
身
に
つ
け
る
学
科
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

社
教
関
係
会
議
等
の
日
程

〈

4 

月
〉

1
日
・

町
婦
人
団
体
連
絡
協
説
会

総
会

ω時
、

総

休

日
日

・
視
聴
党
ラ
イ
ブ
リ

l
協
議

会

日

時

、

教

委

日
日

・
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
会

総

会

問

時

、
総

体

内
田

町
背
年
団
体
連
絡
協
級
会

問
時
、
学
習
セ
ン
タ
ー

総
会

体
育
施
設
利
用
者
会
議

問
時
、
総

休

日
日

・
町
子
ど
も
会
連
合
会

総
会

日
時

学
習
七
ノ
タ
l

刊
日

・
合
同
町
民
学
級
会
議

日
時
、
学
暫
セ
ンタ
ー

内
自

社
会
教
育
関
係
委
只
合
同

会
談
、
四
時
、
あ
っ
た
か
ら
ん
ど

n
日

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

日

時

、

総

体

総
会

M
日

体
育
協
会

総
会

日
時
、

総
総
会

体

お
日

青
年
会
議問

時
、

宇
明
日
セ
ン
タ
ー

何
回

・
文

化

協

会

総

会

四
時
、

学
習
七
/
タ
l

u
日
・

町
背
少
年
関
係
団
体
連
絡

会
議
日
時
、
ハ
チ
判
セ
ン
タ
ー

〕3
 

1
 

〔



監
査
委
員
に

黒

還

章

さん

選
任

インフ;;rメーション

町
民
法
立
さ
ん

(高
美
町

・
日

歳
)
が
新
た
に
民
査
委
員
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
和
谷
正
雄
民
査
委
員

の
退
任
に
伴
う
も
の
で
、
任
期
は

平
成
8
年
3
月
6
日
か
ら
4
年
間

平成8年度の国民年金保険料は、

模診を受けて明るい健康づくり

4月みんな
月額12，300円です。

(付加加入者の保険料は

月12，700円です。)

で
す公

衆
浴
場
の
入
浴
料
が

改
訂
に
な
り
ま
す

程
川
協
同
爪
休
必
所
及
び
あ

っ
た

か
ら
ん
ど
の
入
浴
料
が
平
成

8
年

4
月
1
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
訂

さ
れ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願

献
血
の
お
知
ら
せ

4
月
凶
日
閃
は
献
血
の
日
で
す
。

係
血
円
前
に
は
必
ず
医
師
が
訟
察

い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

戸】

1
、
役
場
前

ヮ“

9

ω

i

H

m
叫

い
し
ま
す
。

マ
入
浴
料
(
)書
き
は
改
訂
前
料
金

シ
ヨ
y
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
前

q

u

n

U

A
件ム

n
u

l

l

i
-

-

3
、
農
協
杭

4

0

6

0

 

1

3
1
1

1

3

 

大
人

3
4
0
円
(
3
2
0
円
)

3
、
4
0
0
円

〈
保
健
福
祉
制
部
保
健
福
祉
係
}

5
月

1
日

1
6月
初
日
は

林
野
火
災
予
防
実
施
期
間

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら

6
月

に
か
け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

曲
、
釣
り
や
山
来
線
り
な
ど
で
入

山
さ
れ
る
と
き
は
、

タ
パ
コ
の
ポ

イ
拾
て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

5
月
刊
日

1
初
日
は
強
化
則
問

と
な
り
ま
す
が
、
特
に

5
月
刊
日

は
町
内
山
火
記
念
日

(
日
進
大
火

の
日
)
で
す
。
腕
…
煙
日
と
し
て
火

入
れ
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
芯
刷
い
ま
す
。

項 目 H 象 者 実絡日 時 問 対象地区 完結会場 的 考 お匁lらせ

1日(月) ポリオ予防J妾位

8日(月) 老人絹祉 4月16日 (火)
① 一般相談 生 住 民 10: 00-12: 00 全 地区 保陸桁ifE 健康相殺

15日(月) 七ンタ ー 古田医院

22日(s) 17日 (水)

国保病院
② 乳児柑 世

生後 受付時間l '1 民 保健指導 惟様相註 19B (金)
4日(木) dシ

3、6、9ヶ月 92. 13 : 00・-13: 15 センター 身体計測 岩間病院
① 緩乳食 講 でJ会

対象者には

実絡時間 今 金 制81)通知
@ 目立関節脱臼他診 生後 4 ヶ月児 叩日[水) 。 世間節X線撤影

13:00-14・00 保健所 高犬畳録及び

生徒 4、7、 受付時間 同I 民 身体計制 医師診祭歯科m 狂犬病予防注射

⑤ 乳児健 診 18日(木) " 
10 、 12ヶ月 W~ 13: 00-13: 15 センタ ー 羽栄養指導保健括採 24.25.26日

受付時間 今金 田I 尿検査歯科指揮保健指導 献血
@ 妊婦健 診 妊婦 σコ 方 19日(金) " 

13: 00-13: 30 国保病院 医師診察(有料) 4月16日 (火)

生後3歳 受付時間 四I 民 尿検査医師診察歯科指導 役場前 ?オ前

⑦ 3 歳 児候 診 25日(木) " 2、3、4ヶ月児 12: 45-13: 15 七ンター 栄養相談 保他t行場 農協備にて

(保陸描祉課保健福祉係 国保係)

-
回
数
券

(3
、
2
0
0
円
)

-
中
人
、

小
人
に
つ
い
て
は
改
訂

な

し

〈
町
民
諜
町
民
係
}

老
人
医
療
費
の
一
部

負
担
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

老
人
医
療
費
の
一
部
負
担
金
か

改
正
さ
れ
、
平
成

8
年
4
月
1
日

か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
外
来
は

1
カ
月

(
1
つ
の
医
療

機
関
に
つ
き
)

1、

0
2
0
向

。
入
院
l
日
に
つ
き

7
1
0
円

た
だ
し
、
町
民
税
非
製
税
世
惜

の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は

1
日

3
0
0
円

(
2
カ
月
限
度
)で
す
。

〈
保
健
稲
制
課
国
保
係
〉• • 

~更年期を理解しよう~
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社会福祉協議会だより
8. 3. 10 

光の!Jl学則 ~~: 'J.f閥、社会福祉ta:産会への多柏

のご"!.fHあり古fとうございました o

(敬林時)

(大 宮〉 〈 今 金 町 〉

垣 生 ，品n 子 V ド" l1J 7;( J、

(宝 t軍市〉 ~I I 耐入団体連絡協議会

|珂西学院大学マ川.リけラ7' 大 む rr 雌

〈函 館市〉 花 r:i ~Il 人 A Z之

1!r. .. 且 I百 4' 与す ;;) 犬

可1r3 付 d転ヨk 問 本 卜口1 ザl

〈瀬棚町〉 山 口 ヲ号 K>1i. 

γ 1") 田 敏 己 杉 山 i'f J恥

岩 性 荘 人

地
ご
し
ら
え
等

で
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場

の
前
可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま

で
申
請
願
い
ま
す
。

〈農
林
課
林
務
係
〉

な
お
、

焼
畑
、

新
入
学
児
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

-
こ
家
絞
め
皆
さ
ん
へ

図
児
や
児
立
が
い
る
t
不
足
で
は
、

子
ど
も
の
飛
び
出
し
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
通
学
路
や
家
の
周
り
を
子

ど
も
と

一
緒
に
歩
き
、
安
全
な
歩

き
方
や
道
路
の
横
断
的
仕
方
、
信

号
の
意
味
と
見
方
な
ど
を
教
、
え
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
と
き
、
子

• • 
更
年
期
と
は
閉
径
前
後
の
約
日

年
聞
の
こ
と
を
い
い

、
こ

の
時
期

は
卵
巣
の
機
能
が
衰
え
、
ホ
ル
モ

ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
山
刷
れ
て
心
身
に

様
々
な
変
調
が
現
れ
ま
す
。
不
快

な
症
状
が
現
れ
る
だ
け
で
な
く
、

子
供
の
独
立
や
夫
が
仕
事
で
忙
し

い
な
ど
の
状
況
が
重
な
り
、
寂
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中

で
、
症
状
の
苦
痛
が
よ
り
大
き
く

感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
更
年
期
は

女
性
に
と
り
心
身
に
変
化
の
起
こ

る
節
目
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

O
更
年
期
障
害
の
症
状

の
ぼ
せ

・
熱

感

発

汗

動

俸

は
約
加
%
、
イ
ラ
イ
ラ

・
不
眠

・

記
憶
力
減
返

・
物
忘
れ
は
約
九
%

の
女
性
に
現
れ
ま
す
。
そ
の
他
頻

尿

・
尿
失
禁

・
脇
脱
炎
や
痔
楠

・

し
び
れ
な
ど
実
に
様
々
な
症
状
が

あ
り
ま
す
。
又
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、

句
の
新
隙
代
謝
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
代
謝
に
も
杉
山
智
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
で
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ル
の
急
な
増
加
や
骨
量
の
減

少
な
と
の
症
状
が
徐
々
に
み
ら
れ
、

骨
粗
総
症
や
心
臓
血
管
障
害
と
い

っ
た
老
年
期
障
害
内
初
期
症
状
が

ど
も
の
回
線
で
風
景
を
み
る
こ
と

を
お
納
め
し
ま
す
。

大
人
の
目
線
で
は
気
が
つ
か
な

か
っ
た
こ
と
が
発
見
で
き
ま
す
。

ま
た
、
身
近
に
起
き
た
事
故
に
つ

い
て
家
庭
で
話
し
合
い
、
家
族
ぐ

る
み
で
交
通
ル
ル
と
7

ナ
!
の

笑
践
を
習
慣
つ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

夕
方
や
夜
間
は
、
ド
ラ
イ
バ

に
と

っ
て
周
閤
が
見
に
く
く
な
る

時
間
で
す
。
外
出
の
と
き
は
、
目

立
つ
服
装
で
、
靴
や
特
ち
物
に
反

射
材
を
つ
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
見
や
す
く
す
る
工
夫
を
し
て
く

だ
さ
い
。

現
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

O
治
療
を
受
け
る
時
は

更
年
期
障
害
は
、
個
人
差
が
あ

る
も
の
の
女
位
の
誰
に
で
も
起
こ

る
も
の
で
す
。
し
か
し
様
々
な
つ

ら
い
症
状
が
出
た
り
、
老
年
期
障

害
の
初
期
症
状
が
現
れ
た
り
し
た

場
合
は
、
我
悦
せ
ず
、
婦
人
科
を

受
診
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

0
更
年
期
的
苦
肉
治
療

ホ
ル
モ
ン
療
法

1
女
性
ホ
ル
モ

ン
を
服
用
又
は
貼
布
し
て
症
状
を

治
援
あ
る
い
は
軽
く
す
る
方
法
で

す
。
こ
の
泊
療
を
行
う
場
合
は
定

期
的
な
健
康
診
断
や
ガ
ン
枚
診
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
副
作

用
に
つ
い
て
も
十
分
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
、

医
師
と
よ
く
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
他
精
神
田
に
効
果
的
な
非

ホ
ル
モ
ン
療
法
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
受
け
る
と
い
っ
た
方
法
も
あ

り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
時
期
大
切
な
こ

と
は
、
更
年
期
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
す
ぎ
ず
、
生
活
を
楽
し
む
こ

と
で
す
。
人
生
の
第

Z
の
ス
タ
ー

ト
と
考
え
、
以
後
の
生
活
を
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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ややや

(前月付比)

( 5) 

( 4) 

( 1) 

( 1) 

民の
2月末現拍C

7，353人

3，540人
3，813人
2，575世部

今や令 1

人口

男

女

世情数

4月の体目当番匿

8 ④ 5321 

8② 0324 

2 ②∞57 

8 ④ 5011 

8② 0221 

(北柏山)

(今金)

(今 金)

(北柏山)

(今金)

北楠山町国保病院

呂田医院

間医院

道内ロイヤノレ病院

今金町国保病院

岩

7日

14日

21日

28日

南栄町

末広町

南栄町

大和町

大和町

縁田I

ト

岬

曜

は

誠

捻

4
川

H
w
m
ι
フ

者

者

者

者

者

者

議

議

議

議

纏

護

う

保

保

保

保

保

保

三

日

日

日

日

日

日

&リ

q
L
q
L

勺
ム

宅
、

，

t

z
，‘

如

月

月

月

月

月

月

勺

'

9
6

つb
q

L

q

d

q

δ

q

d

よ

弘
、
弘
、
弘
、
弘
、

h
aん
弘
、

じ
込町
t

代
川
純

84fht愛

ん
俗世
s紗
U
友
川
裕
川
郡
院
か
佐

た

田町

お

川

野

川

重

村

園

小

小

森

前

八

回

29日

固いつまでもお しあわせに

%久'" 力さん(緑町)=中川真理子、(緑町)

%十両I 幸専な(高美町)=赤石久美子さん(瀬棚町)

%附illf' 忠ーさん(緑 IWf)=今illf'l江迎!子三(上稲穂)

東町J

田代

八束更生

英利川三1I生

事11丘中台

鶴川宮前

圏 お〈やみもうしあげます

山田 勉さん 2月15日 58歳

出回栄助、 2月20日 79成

野田文夫三 2月21日 67成

青山 政弘 2月23日 66鵡

川崎 氏弘 2月25日 86成

田中 幹刷、 2月13日 83歳

品和窃肌~端ー暫器縮曾

• 
ー'

2月25日ふれあいスポーツ交流会(歩〈スキー、ジャイ ア

ントスラローム)が美利河周辺で行なわれ、道南岳地からた

くdんの参加者がありま Lた。 来 3月19日畳付分まで記載

多
勾
な
催
し
で
楽
し
む

青
年
婦
人
合
同
文
化
祭

‘ド
私

Z

平
成

7
年
度
背
年
婦
人
合
同
文

化
祭
が

3
月

3
目
、
町
民
セ
ン
タ

で
附
似
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
背
年
団
体
連
絡
協
議

編

集

後

記

4
月
は
旅
立
ち
の
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
中
学
、
向
校
を
卒
業
し

て
勉
学
を
制
け
る
者
、
社
会
人
と

し
て
活
協
す
る
者
、
そ
れ
ぞ
れ
道

は
ち
が
っ
て
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
峨
場

に
新
人
が
入

つ
で
き
た
り
、
人
市
中

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

-
可
②
0
1
1
1
番
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会
と
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
の
主

催
で
行
わ
れ
、
当
日
会
場
で
は
生

け
花

-
ち
ぎ
り
絵

・
陶
器
な
ど
の

作
品
展
示
や
う
ど
ん
、
五
目
飯
な

ど
の
パ
ザ
な
ど
で
賑
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
し
た
。

間
州
連
協
前
三
役
を
迎
え
た

H

ひ

な
ま
つ
り
ト

7
4
や
研
修
報
告

会
が
行
わ
れ
、
思
い
出
や
研
修
成

柴
を
発
表
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
演
芸
発
表
に
移
り
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
歌
や
踊
り
、
寸

劇
に
会
場
内
は
大
い
に
雌
り
上
が

り
、
多
彩
で
有
な
殺
な
合
同
文
化

祭
を
た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
み
ま

し
た
。

問
問
動
が
あ
り
ま
す
。
私
も
今
月
号

を
役
後
に
広
報
の
担
当
を
は
ず
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
俗
図
的
作
広

報
い
ま
か
ね
'
を
発
行
し
て
き
ま

し
た
が
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


